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　【生涯学習・歴史・文化事業】
萩野子獅子保存会衣装・用具新調　

①萩野子獅子保存会　会長　横山二男　
②認定事業費 169,415円
③助　成　金   84,000円
　新調した衣装で「ふるさと塾こどもフェスティバル」　
　に参加しました。

内町通り街路灯の改修

①内町町内会（内町商店街の会）
　会長　岡部勝太郎
②認定事業費 2,008,650円
③助　成　金　500,000円　

農業集落排水組合事業
　    「20年の歩み」発刊
　①浅立地区農業集落排水施設
　　維持管理組合　髙橋弘夫
　②認定事業費 497,175円
　③助　成　金 248,000円　

上の台公園屋内炊飯所屋根の修復

①東西横田尻区
　代表　西横田尻区長　板垣長榮
②認定事業費 150,647円
③助　成　金   75,000円

【まちづくり団体助成事業】
　　　駅前公園あずまやの改修
　　
　　　①荒砥第一区　区長　守谷眞一
　　　②認定事業費 84,840円
　　　③助　成　金 67,000円
　

　24年度に助成した事業　①申請団体　②認定事業費　③助成金

　

　

　　　【生涯学習・歴史・文化事業】
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こ
の
ま
ち
で
、
地
域
で
、
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
の
計
画

に
取
り
組
む
予
定
が
あ
り
、
助
成
を
希
望
す
る
み
な
さ
ん
は
、

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

「
こ
ん
な
事
業
を
し
て
み
た
い
の
だ
け
ど
…
」
と
お
考
え
の

み
な
さ
ん
も
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
助
成
総
額
は
１
０
０
万
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

助
成
対
象
団
体
の
選
考
は
先
着
順
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご

承
知
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
計
画
的
な
事
業
の
実
施
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
企
画
室
企
画
調
整
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
85

－

６
１
２
３

①
地
域
づ
く
り
計
画
策
定
事
業

　

地
域
の
現
状
と
課
題
把
握
、
地

域
発
展
の
テ
ー
マ
づ
く
り
、
具
現

化
に
向
け
た
具
体
的
事
項
、
事
業

実
施
に
向
け
た
方
策
検
討
な
ど

②
地
域
づ
く
り
事
業

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等
の
整
備
、

地
域
特
性
を
活
か
し
た
施
設
等
の

整
備
、
地
域
の
景
観
形
成
、
研
修

会
の
開
催
、
調
査
研
究
な
ど

③
生
涯
学
習
、
歴
史
・
文
化
事
業

　

講
演
会
、
講
習
会
、
研
修
会
の

開
催
、
歴
史
文
化
の
保
存
伝
承
、

郷
土
史
発
刊
、
郷
土
料
理
の
伝
承

・
活
用
、
新
た
な
芸
術
文
化
活
動

な
ど

④
イ
ベ
ン
ト
・
交
流
拡
大
事
業

　

大
会
、
ま
つ
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
都
市
交
流
な
ど

⑤
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
立
ち
上
げ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

ジ
ネ
ス
の
立
ち
上
げ
、
特
産
物
の

開
発
な
ど

⑥
環
境
保
全
・
地
球
温
暖
化
対
策
事
業

　

ご
み
減
量
化
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
取
り
組
み
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

研
究
、
ビ
オ
ト
ー
プ
整
備
、
水
質

浄
化
活
動
な
ど

⑦
ま
ち
づ
く
り
団
体
直
営
事
業

　

団
体
の
構
成
員
が
協
力
し
て
、

公
園
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

等
の
維
持
管
理
作
業
な
ど
を
直
接

行
う
場
合
に
必
要
な
原
材
料
費
な

ど※
継
続
事
業
に
か
か
る
経
常
運
営

　

経
費
に
つ
い
て
は
対
象
と
な
り

　

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

(1)
申
請

　

事
業
の
助
成
を
希
望
す
る
団
体

は
、
ま
ず
「
協
議
書
」
を
町
に
提

出
し
ま
す
。
ま
た
事
業
の
計
画
性

を
高
め
る
た
め
、
協
議
書
の
受
付

は
原
則
と
し
て
「
毎
月
第
１
月
曜

日
ま
で
」
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

(2)
助
成
額

　

①
は
10
万
円
以
上
の
事
業
で
、

事
業
費
の
80
％
以
内
の
額
と
し
ま

す
。
助
成
限
度
額
は
30
万
円
で
す
。

　

②
〜
⑥
は
10
万
円
以
上
の
事
業

で
、
事
業
費
の
50
％
以
内
の
額
を

助
成
し
ま
す
。
助
成
限
度
額
は

50
万
円
で
す
。

　

⑦
は
原
材
料
費
等
の
80
％
以
内

の
額
で
、
助
成
限
度
額
は
10
万
円

で
す
。

　

な
お
、
②
〜
⑥
の
中
に
一
部
⑦

の
団
体
直
営
の
内
容
が
複
合
し
て

い
る
よ
う
な
と
き
は
、
そ
の
部

分
の
み
80
％
の
額
を
助
成
し
ま
す
。

た
だ
し
、
限
度
額
は
50
万
円
で
す
。

(3)
助
成
金
の
交
付
決
定

　

提
出
い
た
だ
い
た
協
議
書
を
も

と
に
、
役
場
内
に
設
置
す
る
「
白

鷹
町
ま
ち
づ
く
り
助
成
事
業
選
定

委
員
会
」
で
審
査
し
決
定
し
ま
す
。

(1)は出をは日す(2)事すで助50のでのい分た(3)と鷹委

⑤のジ開⑥の研浄⑦公等行ど※

①域化実②地整会③開郷な④ム
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平
成
25
年
度
福
祉
事
業
の
ご
案
内

　

障
が
い
の
あ
る
か
た
も
、
高
齢
者
も
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
や
家
族
が
住
み
な
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活

が
送
れ
る
よ
う
、
必
要
な
支
援
を

行
い
ま
す
。

  

①
八
乙
女
げ
ん
き
塾
事
業

　
　 （
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

条
件　

65
歳
以
上
で
介
護
保
険
に

該
当
し
な
い
か
た
で
、
介
護
予
防

の
た
め
に
利
用
が
必
要
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
か
た

利
用　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
間

で
お
お
む
ね
１
回
、
午
前
10
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で

料
金　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
１
日
当
た

り
７
０
０
円

場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

  

②
い
き
い
き
在
宅
生
活

       

　
　
　
　
サ
ポ
ー
ト
事
業

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

条
件　

65
歳
以
上
の
か
た
の
み
の

世
帯
で
、
介
護
保
険
に
該
当
し
な

い
か
た
で
、
日
常
生
活
で
支
援
及

び
指
導
が
必
要
な
か
た

利
用　

家
事
支
援
、
一
週
間
２
回

以
内
で
１
回
１
時
間
未
満

料
金　

介
護
保
険
制
度
と
同
様
に

１
割
負
担
（
２
３
５
円
）

  
③
短
期
宿
泊
活
用
地
域
生
活

　  
　   
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
（
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
）

条
件　

65
歳
以
上
で
介
護
保
険
に

該
当
し
な
い
か
た
で
、
生
活
支
援

及
び
指
導
が
必
要
な
か
た
。
介
護

者
が
冠
婚
葬
祭
で
不
在
の
と
き
な

ど利
用　

７
日
間
以
内
／
月

料
金　

１
日
当
た
り
２
２
１
１
〜

３
４
８
３
円
（
食
費
・
滞
在
費
含

み
）
で
施
設
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

  

④
家
族
介
護
者
交
流
事
業

条
件　

要
介
護
度
３
〜
５
に
相
当

す
る
か
た
、
重
度
の
認
知
症
高
齢

者
を
介
護
し
て
い
る
家
族

内
容　

在
宅
で
高
齢
者
の
介
護
を

し
て
い
る
か
た
の
交
流
、
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
の
た
め
、
宿
泊
、
日
帰
り

旅
行
、
施
設
見
学
な
ど
を
行
い
ま

す
。

  

⑤
高
齢
者
寿
賀
祝
品
支
給
事
業

　

長
寿
を
祝
福
し
祝
品
を
支
給
し

ま
す
。

条
件　

数
え
77
歳
、
88
歳
、
99
歳
、

１
０
０
歳
の
か
た

給
付　

77
歳
、
88
歳
は
町
の
賀
詞
、

99
歳
は
県
の
賀
詞
及
び
町
の
祝
品

（
敬
老
会
で
支
給
）、
１
月
１
日

で
数
え
１
０
０
歳
の
か
た
に
賀
詞

と
３
万
円
を
支
給

  

⑥
ね
た
き
り
高
齢
者
等
介
護
者

　  

激
励
金
支
給
事
業

　

在
宅
の
ね
た
き
り
高
齢
者
等
を

介
護
し
て
い
る
か
た
に
、
介
護
者

激
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

条
件　

６
カ
月
以
上
の
在
宅
の
介

護
者

給
付　

２
万
６
０
０
０
円

  

⑦
在
宅
介
護
お
む
つ
支
給
事
業

　

在
宅
で
常
時
失
禁
状
態
に
あ
る

か
た
な
ど
に
、
お
む
つ
を
支
給
し

ま
す
。

条
件　

世
帯
の
収
入
額
合
計
が

１
０
０
０
万
円
以
下
で
か
つ

（
90
万
円
×
18
歳
以
上
の
世
帯
員

数
＋
５
０
０
万
円
）
以
下
で
あ
る

こ
と

　

65
歳
以
上
で
要
介
護
度
３
以
上

の
か
た
（
入
院
中
は
該
当
し
ま
せ

ん
）

給
付　

現
物
（
１
カ
月
当
た
り

４
０
０
０
円
相
当
以
内
）

  

⑧
地
域
生
活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト

　  

ワ
ー
ク
事
業

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
が

急
病
や
災
害
な
ど
の
緊
急
時
に
、

ご
く
簡
単
な
操
作
で
受
信
セ
ン
タ

ー
に
通
報
す
る
こ
と
の
で
き
る
緊

急
通
報
機
器
の
設
置
を
行
い
ま
す
。

条
件　

65
歳
以
上
の
か
た
の
み
の

世
帯
、
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
か

た
で
町
民
税
非
課
税
世
帯

料
金　

１
カ
月
当
た
り
５
２
５
円

  

⑨
物
忘
れ
相
談
事
業

条
件　

物
忘
れ
な
ど
が
気
に
な
る

か
た
や
、
そ
の
家
族

利
用　

認
知
症
な
ど
の
早
期
発
見

・
治
療
に
結
び
つ
け
る
た
め
に
精

神
科
医
に
よ
る
相
談
、
あ
る
い
は

訪
問
を
行
い
ま
す
。

＊
２
カ
月
に
１
回　

金
曜
日
の
午

後
２
時
か
ら
（
日
程
は
広
報
し
ら

た
か
で
お
知
ら
せ
予
定
）

料
金　

無
料

＊
事
前
予
約
が
必
要
に
な
り
ま
す
。   

⑩
元
気
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
ク
ラ
ブ
事
業

　

体
力
・
運
動
機
能
の
維
持
向
上

を
目
的
に
、
週
１
回
２
時
間
程
度

の
運
動
を
行
う
教
室
で
す
。

条
件　

元
気
は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ
の

修
了
者
の
か
た
、
ま
た
は
運
動
を

希
望
す
る
65
歳
以
上
の
か
た

料
金　

１
回
に
つ
き
２
０
０
円

  

⑪
高
齢
者
世
帯
等
雪
下
ろ
し
費

　   

支
給
事
業

　

自
力
で
雪
下
ろ
し
が
で
き
な
い

世
帯
に
対
し
て
雪
下
ろ
し
費
用
を

支
給
し
ま
す
。

条
件　

町
民
税
非
課
税
世
帯
で
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
、
ま
た
は

こ
れ
に
準
ず
る
世
帯

給
付　

屋
根
の
雪
下
ろ
し
１
回
当

た
り
１
万
３
０
０
０
円
を
上
限
と

し
て
年
度
３
回
以
内

  

⑫
高
齢
者
世
帯
等
雪
は
き
支
援
事
業

　

自
力
で
除
雪
が
で
き
な
い
世
帯

に
対
し
て
除
雪
支
援
を
行
い
ま
す
。

条
件　

町
民
税
非
課
税
世
帯
で
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
、
ま
た
は

こ
れ
に
準
ず
る
世
帯

内
容　

住
居
の
出
入
り
口
か
ら
生

活
道
路
に
出
る
ま
で
の
人
的
除
雪

を
行
い
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ　

健
康
福
祉
課
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー（
☎
86

－

０
１
１
２
）
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①
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　

障
が
い
者
の
自
立
し
た
生
活
を

支
援
し
ま
す
。

内
容　

居
宅
介
護
、
生
活
介
護
、

短
期
入
所
、
就
労
継
続
支
援
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
児
童
発
達
支
援
、

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

居
宅
生
活
や
障
害
者
支
援
施
設
な

ど
へ
の
入
所
・
通
所
の
支
援

条
件　

身
体
・
知
的
・
精
神
障
が

い
者（
児
）・
難
病
等
で
支
援
が
必

要
な
か
た

＊
障
害
程
度
区
分
認
定
が
必
要
と

　

な
り
ま
す
。

料
金　

世
帯
の
町
民
税
課
税
状
況

に
応
じ
た
負
担
と
食
費
な
ど
の
実

費
負
担

  

②
補
装
具
費
支
給
事
業

　

障
が
い
者
（
児
）
の
身
体
機
能

を
補
完
・
代
替
す
る
も
の
を
装
着

す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
立
し
た
生

活
を
支
援
し
ま
す
。

条
件　

身
体
障
害
者
手
帳
所
有
者

ま
た
は
難
病
等
で
、
障
が
い
に
よ

り
必
要
な
か
た

利
用　

必
要
な
補
装
具
を
支
給
。

料
金　

原
則
経
費
の
１
割
負
担

※
た
だ
し
、
課
税
・
収
入
状
況
に

　

応
じ
て
負
担
上
限
が
あ
り
ま
す
。   

③
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

　

障
が
い
者
（
児
）
が
日
常
生
活

を
営
む
う
え
で
の
困
難
を
改
善
し
、

自
立
し
た
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

条
件　

障
害
者
手
帳
所
有
者
ま
た

は
難
病
等
の
か
た

利
用　

ス
ト
マ
、
お
む
つ
等
の
給

付
、
便
器
、
手
す
り
、
住
宅
改
修

費
給
付
な
ど
。

料
金　

原
則
経
費
の
１
割
負
担

※
た
だ
し
、
課
税
・
収
入
状
況
に

　

応
じ
て
負
担
上
限
が
あ
り
ま
す
。

  

④
地
域
生
活
支
援
事
業 

　

障
が
い
者
の
地
域
で
自
立
し
た

生
活
を
支
援
し
ま
す
。

内
容　

障
害
者
相
談
支
援
事
業

（
無
料
）、
日
中
一
時
支
援
事
業
、

移
動
支
援
事
業(

特
別
支
援
学
校

へ
の
通
学
支
援
含
む)

、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
、
成
年

後
見
制
度
利
用
支
援
事
業
、
自
動

車
運
転
免
許
取
得
・
改
造
助
成
事

業
な
ど
。

条
件　

身
体
・
知
的
・
精
神
障
が

い
者（
児
）ま
た
は
難
病
等
で
支
援

が
必
要
な
か
た

料
金　

原
則
サ
ー
ビ
ス
料
の
一
割

負
担
と
食
費
な
ど
の
実
費
負
担

  

⑤
心
身
障
が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

　  

等
利
用
助
成
事
業

　

タ
ク
シ
ー
等
利
用
券
を
交
付
し

ま
す
。

条
件

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
の

　

か
た
（
た
だ
し
、
下
肢
機
能
障

　

害
は
１
〜
４
級
の
か
た
）

・
療
育
手
帳
Ａ
、
Ｂ
の
か
た

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

　

〜
２
級
の
か
た

利
用　

年
間
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

（
６
０
０
円
12
枚
綴
）
を
１
冊
交

付
。
腎
臓
機
能
障
害
で
透
析
の
た

め
通
院
の
か
た
は
２
冊

  

⑥
人
工
透
析
患
者
通
院
交
通
費

      

助
成
事
業

　

人
工
透
析
療
法
を
受
け
る
た
め
の

通
院
交
通
費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

条
件　

身
体
障
害
者
手
帳
所
有
の

所
得
税
非
課
税
の
か
た
で
、
生
活

保
護
法
な
ど
に
よ
り
通
院
交
通
費

の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
か
た

＊
心
身
障
が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

　

等
利
用
助
成
事
業
と
の
併
用
は

　

で
き
ま
せ
ん
。

給
付　

月
額
３
０
０
０
円

  

⑦
重
度
障
が
い
者
介
護
者
激
励
金

　

重
度
障
が
い
者
（
一
部
該
当
し

な
い
障
が
い
が
あ
り
ま
す
）
を
在

宅
で
介
護
し
て
い
る
か
た
に
対
し
、

介
護
者
激
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

条
件　

身
体
障
害
者
手
帳
１
、２

級
ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ
所
有
の
20

歳
以
上
65
歳
未
満
の
か
た
で
、
日

常
生
活
全
般
に
お
い
て
介
護
を
要

す
る
在
宅
の
障
が
い
者
の
介
護
者

給
付　

年
額
２
万
６
０
０
０
円

  

⑧
自
立
支
援
医
療
費
支
給
事
業

（
更
生
医
療
・
育
成
医
療
・
精
神

　
通
院
医
療
） 

　

自
立
支
援
医
療
費
を
支
給
し
、

福
祉
の
増
進
を
図
り
ま
す
。

条
件　

更
生
医
療
・
育
成
医
療
・

精
神
通
院
医
療
の
対
象
疾
病
を
有

す
る
か
た
で
、
一
定
所
得
未
満
の

か
た
。

※
18
才
未
満
の
児
童
等
を
対
象
と

し
た
育
成
医
療
事
務
は
平
成
25
年

度
か
ら
町
で
行
い
ま
す
。

給
付　

医
療
保
険
の
個
人
負
担
分

の
一
部
を
給
付
（
課
税
・
収
入
状

況
な
ど
に
応
じ
て
給
付
額
が
異
な

り
ま
す
。）

  

⑨
特
別
障
害
者
手
当
・

　
　
　  

障
害
児
福
祉
手
当

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
著
し
く
重

度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活

に
お
い
て
特
別
の
介
護
を
必
要
と

す
る
か
た
に
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

条
件　

病
院
な
ど
に
３
カ
月
以
上

入
院
ま
た
は
施
設
に
入
所
し
て
い

な
い
か
た
、
本
人
及
び
扶
養
義
務

者
が
一
定
所
得
未
満
の
か
た

給
付　

20
歳
以
上
２
万
６
２
６
０
円

　
　
　

20
歳
未
満
１
万
４
２
８
０
円

10
月
か
ら
は　

20
歳
以
上
２
万
６
０
８
０
円

20
歳
未
満
１
万
４
１
８
０
円

年
４
回
支
給
（
月
額
）

  

⑩
障
害
者
相
談
支
援
事
業
（
無
料
）

　

障
が
い
者
の
自
立
し
た
生
活
を

支
援
す
る
た
め
、
相
談
業
務
を
委

託
し
て
い
ま
す
。

内
容　

障
が
い
者
や
ご
家
族
の
悩

み
や
相
談
に
対
し
て
、
専
門
的
な

職
員
が
相
談
を
受
け
、
そ
の
か
た

に
あ
っ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。
生

活
に
関
す
る
悩
み
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
曜
か
ら
土
曜
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

（
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
み
）

連
絡
先

　
相
談
事
業
所
お
き
た
ま

☎
88

－

５
３
５
７

  

⑪
在
宅
酸
素
療
法
者
支
援
事
業

　

医
師
の
処
方
に
よ
り
在
宅
酸
素

療
法
を
行
っ
て
い
る
か
た
の
、酸

素
濃
縮
器
の
電
気
料
金
の
助
成
を

行
い
ま
す
。

内
容　

呼
吸
器
機
能
障
害
に
よ

り
身
体
障
害
者
手
帳
３
、
４
級

を
所
有
し
て
い
る
か
た
は
月
額

１
６
０
０
円
。そ
の
ほ
か
の
か
た

は
月
額
８
０
０
円
。

■
心
身
障
が
い
者
福
祉
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
福
祉

係
（
☎
86

－

０
１
１
１
）
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健康診査の結果を今後の生活習慣改善に活用しましょう。
そのままにしていると動脈硬化が進み、心臓病や脳卒中などの重い生活習慣病になる危険があります。

　食　事：バランスよく・３食しっかり・塩辛いもの、甘いもの、脂っこいものは
　　　　　 控えて野菜、海藻、きのこ、こんにゃくはしっかりとる
　運　動：適度な運動をし、適切な体重を維持する
　嗜好品：お酒はほどほどに・たばこは吸わない、他人のたばこの煙を避ける

【胃がん】
年１回検診

胃がんは進行しても全
く症状がでないもの、
胃痛・胸焼けなどの症
状があるものさまざま
です。
症状がなくても受診し
ましょう。

【肺がん】
年１回検診

喫煙している人はもち
ろん、まわりの人への
悪影響もあり、壊れた
機能は戻りません。が
んの他、呼吸がうまく
できない慢性閉塞性肺
疾患の予防も必要です。

【結核】
年１回検診

結核は昔の病気ではあ
りません。今でも毎年
のように患者が見つか
っています。65歳以上
のかたは毎年検診を受
けましょう。

【前立腺がん】
年１回検診（男性）

比較的進行がゆっくり
していますが、年をと
ることにより多くなる
がんのひとつです。
血液検査で調べる方法
です。

【子宮頸がん】
年１回検診（女性）

子宮頸がんは若い世代、
特に20歳代で増加傾向
にあります。

【乳がん】
２年に１回検診（女性）
閉経後の肥満、飲酒、
喫煙によりリスクが高
くなり、40 ～ 50歳代に
多いがんです。検診＋
自宅で自己検診を実施
しましょう。

【大腸がん】
年１回検診

便に血液が混じってい
るか調べる検査は有効
性が高く、早期に発見
できれば完全に治る可
能性も高くなります。

【肝炎ウイルス】
一度は検診

Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイル
スに感染した人は、肝
がんになりやすく、一
度は検診を受けましょ
う。

　詳しくは、後日個別にご案内いたします。

【子宮頸がん検診】
年齢 生年月日
20歳 平成４年４月２日～平成５年４月１日
25歳 昭和62年４月２日～昭和63年４月１日
30歳 昭和57年４月２日～昭和58年４月１日
35歳 昭和52年４月２日～昭和53年４月１日
40歳 昭和47年４月２日～昭和48年４月１日

【乳がん検診】【大腸がん検診】【肝炎ウイルス検診】
年齢 生年月日
40歳 昭和47年４月２日～昭和48年４月１日
45歳 昭和42年４月２日～昭和43年４月１日
50歳 昭和37年４月２日～昭和38年４月１日
55歳 昭和32年４月２日～昭和33年４月１日
60歳 昭和27年４月２日～昭和28年４月１日

　検診の日程は元気ニコニコ推進カレンダーまたは町報お知らせ版をご覧ください。
随時追加申し込みも受け付けております。

■問い合わせ　健康福祉課健康推進係（☎86－0210）
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　　特定医療機関において特定不妊治療（体外受精および顕微授精）を受け、山形県特定不妊治療費助成　
　を受けたご夫婦に、治療費の一部を助成します。

　▼助成の内容　県の助成限度額を超えた分について1回の治療につき、５万円を限度に１年度あたり３
　　回まで（通算5年度）助成します。
　▼助成を受けられるかた　ご夫婦とも、もしくはご夫婦のどちらかが白鷹町にお住まいで、県の特定不
　　妊治療費助成承認決定を受けたかた
　▼助成を受けるには申請が必要ですので、山形県不妊治療費助成金給付決定通知書と印鑑、申請者名義
　　の通帳をお持ちになり、健康福祉課健康推進係へお越しください。
　

　■問い合わせ　健康福祉課健康推進係　☎86－0210

　

　　肺炎球菌ワクチンとは、高齢者の肺炎の原因の中で最も頻度の高い「肺炎球菌」という細菌による　　
　肺炎感染を予防するワクチンです。（全ての肺炎に有効ということではありません。） 　　　　　　　　　
　１度接種すると５年以上効果があるといわれています。接種費用のうち３，０００円を町で助成します。

　▼助成を受けられるかた　白鷹町にお住まいの、70歳以上のかたで今までに肺炎球菌ワクチン予防接種
　　の助成を受けたことがないかた
　（ただし、65歳以上70歳未満のかたで持病などがあり医師が接種を認めたかたも対象になります。）

　▼助成を受けるには、助成券を発行いたしますので、印鑑を持って健康福祉課健康推進係へお越しくだ
　　さい。

　　平成25年４月から、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン、子宮頸がん予防（ヒトパピローマ　　
　ウイルス感染症予防）ワクチンが定期の予防接種になりました。

ワクチン名 対象となるかた 接種をおすすめする時期回数

ヒブワクチン
生後２ヵ月～５歳未満

生後２ヵ月～７ヵ月未満に開始し、４回接種

（赤ちゃん訪問や乳児健診にて詳しく説いたします）小児用肺炎球菌ワクチン

　子宮頸がん（ヒトパピローマ　

　ウイルス感染症）予防ワクチン
小学６年生～高校１年生女子 中学１年生の間に３回接種

（通知にて個別にご案内いたします）
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▼手当を受給できるかた
　中学校修了前の児童を養育しているかた

▼支給金額
　・３歳未満　月額15,000円／人
　・３歳以上小学校修了前
　　　第１子、第２子　月額10,000円／人
　　　第３子以降　　　月額15,000円／人
　・中学生　月額10,000円／人
　・所得制限限度額以上のかたの中学生以下の児童　
　　月額5,000円／人

▼支給月
　平成25年 ６月（平成25年 ２月分～５月分）
　平成25年10月（平成25年 ６月分～ 9月分）
　平成26年 ２月（平成25年10月分～平成26年１月分）
▼その他留意事項
　＊次のかたは、町民課戸籍年金係で申請手続きが必要です。
　　○出生などにより、新たに養育する児童ができたかた、養育する児童が増えたかた
　　○他の市町村から転入されたかたで、養育する児童がいるかた
　　原則申請をした月の翌月分から支給となります。出生や転入などの場合は15日以内に申請してください。
　＊児童手当の給付を受けているかたは、毎年6月に、前年の所得状況や年金の加入状況を記載した現況届
　　を提出する必要があります。別途ご案内いたしますので忘れずに提出ください。
　＊公務員のかたは、手続きが必要な場合、勤務先での手続きとなりますので、勤務先にご確認ください。
　＊子育て支援のために児童手当を町に寄付することができます。ご希望のかたはお問い合わせください。
■問い合わせ　健康福祉課　子育て支援係　☎86－0212

　保育園の送迎ができない、休日なのに仕事が休めない…など育児をお願いしたいかた（利用会員）に対して、　
育児を応援したいかた（協力会員）が自宅での預かりや送迎など子育てを支援するのがファミリーサポートです。

　◎休日２時間30分以上ファミリーサポートセンターを利用する場合、
　　町が利用料金の一部を支援します。
　（２時間までの利用は通常料金となります）

休日利用料金と助成額
２時間30分以上 助成額（助成後）

利用料金

　①２時間30分　1,750円
　②３時間　　　2,100円
　③３時間30分　2,450円
　④４時間以上　2,800円以上

　①300円（1,450円）
　②600円（1,500円）
　③900円（1,550円）
　④１時間あたり300円

ファミリーサポート利用の手順

利用会員（登録必要）
「子どもを預かってください」

ファミリーサポートセンター
「分かりました。協力会員を
　紹介します」

協力会員（登録必要）
「はい。お預かりします。」

●協力会員を募集しています！
　子どもさんと接することが好きな
かた大歓迎です。

ファミリーサポートの利用時間と利用料金
①時間　午前７時～午後７時まで（要予約）
　　　※上記以外の時間に利用したい場合はご相談ください。
②料金　平日　　　　　１時間あたり６００円
　　　　土日・祝日　　１時間あたり７００円

■問い合わせ　子育て支援センター「にこポート」・ファミリーサポートセンター　☎87－0083

今年度も、生活安定と次代の社会を担う児童の健やかな成長のため、児童手当を支給します。

《所得制限限度額》

扶養親族等の数 所得制限限度額 収入額の目安

０人 622万円 833.3万円
１人 660万円 875.6万円
２人 698万円 917.8万円
３人 736万円 960.0万円
４人 774万円 1,002.1万円
５人 812万円 1,042.1万円

児童手当てについてのお知らせ
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　白鷹町産業振興戦略会議では、町の支援を受け、農工商観の連携や農業の６次産業化による新たな事
業への取組を支援するため助成制度を設け事業に取組むかたを支援いたします。

▼募集内容
　白鷹町の農林畜水産物や地域資源などを活用した以下の事業を募集します。
　　①新商品・新サービス開発等を行うための調査検討事業
　　　勉強会や研修会の開催、先進地調査及び基礎的な試作など、様々なアイデアを具体化するための
　　　調査検討を行う事業に対し、20万円を上限として事業経費の1/2を助成します。
　　②新商品・新サービス等の開発に取り組む事業
　　　既に調査検討が十分になされており、事業化を目指して商品開発や販路拡大などの、具体的取組
　　　を行う事業で、50万円を上限として事業経費の1/2を助成します。
▼助成対象者
　　以下の１、２、３のいずれかに該当するかたです。
　　　１　白鷹町で農林畜水産業を営む個人又は法人（以下「農林畜水産業者」という）
　　　２　農林畜水産業者が組織する団体
　　　３　白鷹町で商工観光業を営む個人又は法人
▼募集期間　平成25年６月14日（金）まで
■申込・問い合わせ　白鷹町産業振興戦略会議（産業センター内）安部　☎85－0055
　　　　　　　　　　産業振興課　鈴木　☎85－2111（内線260）

　「平成25年度白鷹町新規就農者育成支援事業」として以下の支援を行います。

（１）定住支援事業　町外から白鷹町移住して就農されるかたに対する賃貸住宅の家賃を助成します。
▼対象者　居住開始から３年未満の町外からの移住就農者（雇用・研修含）
▼補助金額　賃貸住宅の年間賃借料の２分の１又は36万円のいずれか低い額
▼採択要件等　「農業経営に対する計画」を有し、計画実現に向けた支援者等がいること
▼手続き　平成25年度白鷹町新規就農者育成支援事業補助金交付要綱に基づき、申請手続き等を行っ
　てください。
▼申請に必要な書類　住居賃貸借契約書（写）、住民票（本籍地及び前住所地の入っているもの）、農業
　経営計画（※）、    その他   
　※①青年就農給付金の「研修計画」又は「経営開始計画」　②認定就農者の「就農計画」　③　①②に
　　準ずる計画（上記計画様式にならい作成したもので可）

（２）技術指導者活用支援事業　新規就農者へ技術指導を行うかた（技術指導者）に町から指導謝金を
　支給する制度です。
▼採択要件等　認定農業者又は認定就農者である就農開始５年未満の新規就農者があらかじめ町に計画
　書を提出し、技術指導者の登録を行うことが必要です。（町からは技術指導者に対して指導の依頼を行
　います。）
▼謝金支給額　１時間当たり1,000円（１日当たり1時間、１人につき５万円上限）
▼申請に必要な書類等　認定就農者または認定農業者であることが確認できるもの
■問い合わせ　産業振興課農業振興係　☎85－6107

業振興戦略会議では 町の支援を受け 農工商観の連携や農業の６次産業化による新たな事
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　西中学校区（西中、蚕桑小、鮎貝小）での授業指導、学校行事や校舎周辺の環境整備などにボランティア
としてお手伝いしていただける方を募集します。

▼ボランティアとして登録できるかた
　どなたでも登録できます。（西中学校区外のかたも登録できます）

▼ボランティアの活動期間
　登録完了日より平成26年3月16日まで

▼ボランティアの内容
　授業指導支援、校舎内外の環境整備支援、部活動指導支援、学校行事支援などの中から、ご協力いただけ
　るボランティア内容を選んで登録してください。
　※内容の詳細については、西中、蚕桑小、鮎貝小、中央公民館、各地区公民館に置いてあるチラシ、町の
　ホームページをご覧ください。

▼ボランティアの募集期間　5月31日（金）まで

▼ボランティア登録手続
　西中、蚕桑小、鮎貝小、中央公民館、各地区公民館に置いてあるチラシ裏面の「ボランティア登録票」に
　必要事項をご記入いただき、西中学校または教育委員会にご提出ください。（「ボランティア登録票」は町
　のホームページからもダウンロードできます。）

■問い合わせ及び連絡先　西中学校　☎85-2244 ／ FAX85-2245
　　　　　　　　　　　　教育委員会生涯学習係　☎85-6146 ／ FAX85-2183

　　経営所得安定対策（昨年度までの「戸別所得補償制度」）は、販売価格が生産費を恒常的に下回ってい
る作物を対象に、その差額を交付することにより農業経営の安定化を図るものです。
　申請期限を過ぎた場合は交付を受ける事ができませんので、該当するかたは忘れずに申請してください。
　昨年度、申請されたかたには、個別に申請用紙をお送りします。

▼対象作物　
　米、麦、大豆、そば、なたね、飼料作物、地域特産物など

▼交付対象者
　対象作物の生産数量目標に従って生産する販売農家
　※詳しくはお問い合わせください。

▼申請期限　６月25日（火）

■問い合わせ
　○白鷹町農業再生協議会事務局（町産業振興課内）☎85－6107
　○ＪＡ山形おきたま白鷹支店　　☎85－2121
　○東北農政局山形地域センター　☎0120－38－3786
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６
月
１
日
は

　
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
、
地
域
で
人
権
思

想
の
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
家
族
間
の
問
題
、
老
人
・
子

ど
も
へ
の
虐
待
、
い
じ
め
問
題
な

ど
お
困
り
の
事
が
あ
れ
ば
、
お
気

軽
に
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
町
の
人
権
擁
護
委
員

　
　

髙
橋
武
夫
さ
ん(
高
玉)

　
　

芳
賀
健
治
郎
さ
ん(
鮎
貝)

　
　

蒲
生
成
子
さ
ん(
荒
砥) 

　
　

丸
川
敬
浩
さ
ん(

十
王)

　
　

小
関
陽
一
さ
ん(

萩
野)

　
　

新
野
美
佐
子
さ
ん(

畔
藤)

▼
相
談
日　

毎
週
月
・
金
曜
日

　

山
形
地
方
法
務
局
米
沢
支
局

　

☎
０
２
３
８

－

22

－

２
１
４
８

電
話
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
人
権
特
設
相
談
日

６
月
５
日
（
水
）
午
前
９
時
か
ら

昼
12
時　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
担
当　

健
康
福
祉
課
福
祉
係

　

☎
86

－

０
１
１
１

婚
活
サ
ポ
ー
ト
委
員
で
す

　

婚
活
す
る
皆
さ
ん
を
支
援
さ
せ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
昨
年
度
ま

で
の
結
婚
相
談
員
会
を
「
婚
活
サ

ポ
ー
ト
委
員
会
」
に
名
称
を
改
め
、

会
に
よ
る
結
婚
相
談
を
「
婚
活
応

援
室
」
と
し
て
毎
月
開
催
し
て
い

ま
す
。
日
程
は
、
広
報
し
ら
た
か

お
し
ら
せ
版
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
関　

房
子
（
山
口
）

　

☎
85

－

４
６
９
４

▼
佐
藤
栄
子
（
荒
砥
）

　

☎
85

－

２
０
６
３

▼
樋
口
和
子
（
荒
砥
）

　

☎
85

－

３
１
４
８

▼
鈴
木
み
ど
り
（
下
山
）

　

☎
85

－

３
２
４
０

▼
安
部
マ
チ
子
（
十
王
）

　

☎
85

－

３
８
８
５ 

▼
今
野
慶
作
（
針
生
） 

　

☎
85

－

０
９
２
０ 

▼
鈴
木
悦
子
（
浅
立
）

　

☎
85

－

３
２
３
９

▼
髙
橋
良
一
（
畔
藤
）

　

☎
85

－

５
０
３
６

▼
迎
田
順
子
（
畔
藤
）

　

☎
85

－

３
５
３
９

　　

白
鷹
町
鮎
貝
土
地
区
画
整
理
事

業
は
、
平
成
13
年
度
か
ら
組
合
が

施
行
主
体
と
な
り
事
業
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。

　

事
業
の
成
果
と
し
ま
し
て
は
、

新
た
な
住
宅
地
区
、
業
務
地
区
や

街
区
道
路
、
街
区
公
園
の
整
備
に

よ
り
良
好
な
住
居
環
境
で
あ
る
新

し
い
ま
ち
「
四
季
の
郷
」
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
荒
砥
地
区
と
鮎
貝
地
区

を
結
ぶ
重
要
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
あ
る
主
要
地
方
道
長
井
白
鷹

線
、
長
井
大
江
線
の
整
備
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
の
重
要
課
題
で
あ

り
ま
し
た
荒
砥
橋
架
け
替
え
の

事
業
推
進
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し

た
。

　

こ
の
た
び
、
白
鷹
町
鮎
貝
土
地

区
画
整
理
組
合
（
鈴
木
金
吾
理
事

長
）
は
、
事
業
の
完
了
に
よ
り
、

３
月
19
日
に
県
知
事
か
ら
解
散
が

認
可
さ
れ
、
3
月
31
日
の
総
会
を

も
っ
て
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

町
へ
の
ご
寄
付

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

鮎
貝
土
地
区
画
整
理
組
合
の
解

散
に
あ
た
り
、
多
大
な
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
土
地
】　

残
保
留
地
17
区
画

　
　
　
　
　

７
０
３
７
・
5
２
㎡

【
現
金
】

１
６
０
０
万
円
（
残
保
留
地
を
処

分
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
の
一

部
等
と
し
て
）

　

３
月
31
日
付
け
で
、
置
賜
農
業

共
済
組
合
の
推
薦
に
よ
り
、
長
谷

川
新
悦
さ
ん
（
畔
藤
）
が
町
農
業

委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　　　

「
不
安
が
希
望
を
越
え
る
今
の

農
業
の
現
状
の
中
、
大
き
く
変
革

す
る
農
の
営
み
を
、
農
業
委
員
と

し
て
少
し
で
も
支
え
、
導
け
る
よ

う
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。」

荒砥から「四季の郷」を望む

鮎
貝
土
地
区
画
整
理
組
合
が
解
散
さ
れ
ま
し
た
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　４月７日、あゆーむで作曲家紺野陽吉の
遺作が演奏されました。紺野陽吉は東根
地区出身。音楽家を志し上京しましたが、
昭和20年、出征先の中国で戦死しました。
（享年32歳）今回は、山形弦楽四重奏団に
より、遺稿３作のうち２作が演奏されまし
た。完成度の高い難曲でありながら、懐か
しさを感じる日本的な旋律に、約150人の
観客は皆聴き入っていました。

　４月20日より、白鷹人形研究会の創立30
周年を記念して、これまで制作された作品
の展示会が開催されています。深山和紙を
使いひとつひとつ細かいところまでていね
いに作られた作品は、どれもあたたかさが
感じられます。５月19日まで（水曜日・土
曜日・日曜日と祝祭日のみ）展示されてお
り、和紙人形作りも体験できます。みなさ
んもぜひご覧になってください。

　あゆーむで４月20日から５月６日まで
「第２回白鷹古典桜展 in あゆーむ」が開
催されました。
　オープニングセレモニーの白鷹町少年少
女合唱団の歌声で開幕。期間中は桜にちな
んださまざまなものが展示されたほか、「桜
マーケット」などのイベントも催されて、
多くの人でにぎわいを見せました。

　白鷹町スポーツ少年団の合同結団式が、
4月13日、荒砥小学校体育館で行われまし
た。竹田久次本部長から各団体に団旗が手
渡された後、25団体486人を代表して、リ
トルホークス野球スポーツ少年団の鈴木純
也君（荒砥小学校６年）が誓いのことばを
述べました。指導者のみなさんのもと、ケ
ガのないようにスポーツを楽しみ、技術の
向上をめざしてほしいですね。

　

こ
の
ほ
ど
、「
し
ら
た
か
天
蚕
の

会
」
に
よ
っ
て
飼
育
さ
れ
た
天
蚕

糸
を
使
っ
て
織
り
あ
げ
た
白
鷹
紬

の
反
物
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

天
蚕
は
病
気
に
弱
く
、
外
敵
か

ら
の
見
守
り
な
ど
、
飼
育
が
た
い

へ
ん
で
す
が
、
繭
か
ら
取
れ
る
薄

緑
色
の
糸
に
は
美
し
い
光
沢
が
あ

り
ま
す
。

　

会
で
は
こ
れ
ま
で
繭
の
出
荷
を

続
け
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
初
め

て
、
飼
育
、
操
糸
、
織
り
を
経
て

反
物
に
仕
上
げ
、
オ
ー
ル
白
鷹
さ

ん
の
逸
品
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

反
物
は
深
山
和
紙
に
包
ま
れ
、

東
京
銀
座
の
着
物
専
門
店
に
納
品

さ
れ
ま
し
た
。
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白
鷹
町
消
防
団
長
と
し
て
永
く

地
域
の
安
全
を
守
っ
て
き
た
佐
藤

定
敏
さ
ん
が
、
３
月
31
日
を
も
っ

て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、
消
防
団
長
と
し

て
８
年
間
、
常
に
第
一
線
で
町
の

防
災
活
動
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
永
い
間
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。

　

代
わ
っ
て
、
平
盛
和
前
副
団
長

が
消
防
団
長
に
任
命
さ
れ
、
４
月

14
日
に
は
消
防
団
辞
令
交
付
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
団
長
か
ら
新
入
団
員
に
辞
令

が
交
付
さ
れ
、
新
体
制
で
の
ス
タ

ー
ト
と
な
り
、
新
入
団
訓
練
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

県
縦
断
駅
伝
競
争
大
会

　　

４
月
27
日
か
ら
の
３
日
間
、
第

58
回
県
縦
断
駅
伝
競
争
大
会
が
開

催
さ
れ
、
白
鷹
町
の
選
手
が
全
28

区
間
中
14
区
間
を
走
り
ま
し
た
。

第
３
・
12
区　

樋
口
勝
利
選
手

第
４
・
28
区　

高
野
光
選
手

第
５
・
24
区　

菅
桂
太
朗
選
手

第
６
・
18
区　

手
塚
雄
一
朗
選
手

第
８
・
22
区　

紺
野
凌
選
手

第
10
・
16
区　

紺
野
圭
汰
選
手

第
14
区　

渡
部
功
将
選
手

第
17
区　

五
十
峯
大
貴
選
手

第
20
区　

伊
藤
利
史
選
手

第
23
区　

鈴
木
皓
大
選
手

　大江～朝日区間を力走の手塚雄一朗選手

　最終日、アンカーの高野光選手

　沿道では東根小の児童が横断幕で応援

白鷹中継所でたすきを受ける伊藤利史選手

   12区で区間新記録の樋口勝利選手

　

第
２
日
目
の
12
区
で
は
、
樋
口

勝
利
選
手
が
区
間
新
記
録
で
第
１

位
の
力
走
で
し
た
。

　

選
手
の
み
な
さ
ん
、
３
日
間
お

つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

ま
た
、
沿
道
で
声
援
を
送
っ
て

く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　　

第
２
日
目
の
白
鷹
中
継
所
に
は

多
く
の
か
た
が
選
手
の
応
援
に
か

け
つ
け 

て
く
れ
ま
し
た
。

　

　

松
木
健
一
さ
ん
（
荒
砥
乙
）
が
、

安
定
し
た
入
隊
者
の
確
保
と
募
集

基
盤
の
育
成
を
図
る
た
め
、
自
衛

官
募
集
相
談
員
に
任
命
さ
れ
ま
し

た
。

　

任
期
は
３
年
間
と
な
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
・
相
談
は

☎
85

－

２
３
３
０
ま
で



14　

(
) 

(
)

　　

２
０
１
３
年
５
月
に
、
老
朽
化

と
震
災
に
よ
り
崩
れ
て
し
ま
っ
た

深
山
焼
の
登
り
窯
を
再
建
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
そ
こ
で
「
登
り
窯
復
活
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

　

栃
木
県
益
子
焼
の
築
窯
師
の
指

導
の
も
と
、
窯
屋
根
を
建
て
、
登

り
窯
を
築
き
、
晩
秋
に
初
窯
の
予

定
で
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
に
は
、
窯
の
構

造
や
陶
芸
を
学
べ
る
貴
重
な
体
験

に
な
り
ま
す
。
耐
火
レ
ン
ガ
の
掃

除
、
整
備
補
助
、
薪
割
り
、
窯
焚

き
な
ど
再
建
に
は
多
く
の
方
々
の

力
が
必
要
で
す
。
ぜ
ひ
、
サ
ポ
ー

タ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
登
り

窯
に
灯
る
炎
の
復
活
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

　

ピ
ザ
窯
（
パ
ン
窯
）
造
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
陶
芸
教
室
の
開
催

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
い
つ

　

第
１
回　

５
月
26
日
（
日
）

　

第
２
回　

６
月
９
日
（
日
）

　

第
３
回　

６
月
23
日
（
日
）

（
の
ど
か
村
ま
つ
り
開
催
日
）

▼
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
ど
こ
で　

深
山
工
房
つ
ち
団
子

▼
作
業
内
容　

使
用
さ
れ
て
い
た

耐
火
レ
ン
ガ
の
掃
除
（
５
０
０
０

個
）

▼
年
齢　

小
学
校
高
学
年
以
上

▼
募
集
人
数　

20
人

▼
参
加
費　

無
料
（
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
は
実
費
負
担
あ
り
）

▼
持
ち
物
等　

汚
れ
て
も
良
い
服

装
・
軍
手
・
帽
子
・
飲
み
物
・
昼

食　▼
申
し
込
み　

サ
ポ
ー
タ
ー
の
登

録
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・

電
話
番
号
・
携
帯
電
話
番
号
・
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
参
加
日
）

▼
問
い
合
わ
せ　

深
山
工
房
つ
ち

団
子　

金
田
利
之

☎
０
９
０

－

２
９
５
５

－

１
９
３
９

携
帯
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

dango.01@
i.softbank.jp　

　

　　

第
４
回
以
降
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
不
定
期
の
開
催
に
な
り
ま
す
の

で
、
こ
ち
ら
か
ら
ご
連
絡
い
た
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　
　

　　
　

登
り
窯
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　  

ロ
ゴ
マ
ー
ク
決
定
！

　
　

深
山
焼
の
工
房
が
あ
る
深
山

　

地
区
は
日
本
の
原
風
景
と
も
い

　

え
る
、
の
ど
か
で
美
し
い
集
落

　

で
す
。

　
　

そ
の
深
山
地
区
で
登
り
窯
を

　

再
建
し
火
を
入
れ
る
…
新
し
い

　

物
語
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま

　

す
。

　
　

こ
の
物
語
の
主
役
に
な
る
キ

　

ャ
ラ
ク
タ
ー
、
愛
称
は
「
の
ぼ

　

り
ん
」
で
す
。
赤
い
ほ
っ
ぺ
が

　

か
わ
い
ら
し
い
で
す
が
、
た
く

　

ま
し
く
も
あ
り
ま
す
。　

　
　

登
り
窯
の
復
活
に
一
緒
に
参

　

加
し
て
く
れ
る
か
た
を
「
の
ぼ

　

り
ん
」
も
待
っ
て
い
ま
す
。　
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　広報紙の有料製本を今年も行います。希望されるか
たは、下記によりお申し込みください。
●製本対象
　平成 24 年度に発行した
　　広報しらたか（No.1086 ～ 1108）
　　議会だよりしらたか　（No.114 ～ 117）
●申込方法
○各地区公民館、または総務課企画室情報係へお持ち
　ください。
○広報紙つづりに、住所と氏名を書いてください。
　（はっきり分かるように記入してください）
○公民館に備え付けてある受付表に住所と氏名を書い
　てください。
●受付期間　６月 14日（金）まで
●製本後のお渡しとお支払い
○製本が終わりましたら、各ご家庭へ郵送します。
○同封する「納付書」により、町内金融機関（ゆうちょ

　銀行は除く）、または役場出納窓口で料金をお支払い
　ください。
●料金　１部　500 円
●お願い
○広報しらたか、議会だよりしらたか以外の印刷物な
　どは入れないようにしてください。
○つづる順番は広報しらたか４月号が一番上になるよ
　うにし、おしらせ版３月号の後に、議会だよりしら
たかを整理してください。
○一部の号が抜けている
　場合はできる限り補充
　しますので、不足の号
　を表紙に明記してくだ
　さい。

■問い合わせ
　総務課企画室情報係（☎ 85 － 6121）

平成 24年度版
　　　広報しらたか・議会だよりしらたかの有料製本サービスを行います

　

区　分
4月24日（水）～ 30日（火）

放射性ヨウ素 放射性セシウム

さくらの保育園 不検出 不検出

ひがしね保育園 不検出 不検出

あらと保育園 不検出 不検出

よつば保育園 不検出 不検出

測
定
限
界　

０
・
６
４
〜
１
・
１
２
Ｂ
ｑ
（
ベ
ク

レ
ル
）
／
㎏
以
下

■
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係　

☎
86

－

０
２
１
２

　平成25年４月に支出された町長
　交際費についてお知らせします。

■問い合わせ
　総務課総務係　☎85－6120

４月の町長交際費
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地域包括支援センター ℡86-0112
　

白
鷹
町
と
白
鷹
町
認
知
症
高
齢

者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

で
は
、『
認
知
症
高
齢
者
見
守
り
事

業
』
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
た
と
え
町
民
が

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
顔
な
じ
み
の
関
係
を

保
ち
な
が
ら
、
安
心
・
安
全
に
生

活
し
、
地
域
の
一
員
と
し
て
暮
ら

し
続
け
、
ま
た
認
知
症
の
家
族
を

抱
え
て
も
、
地
域
や
周
り
の
か
た

に
理
解
し
て
も
ら
い
、
安
心
し
て

生
活
で
き
る
こ
と
を
目
標
に
し
て

い
ま
す
。

　

認
知
症
は
特
別
な
病
気
で
は
な

く
、
誰
も
が
な
る
か
も
し
れ
な
い

病
気
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
認
知
症
の
問
題

を
自
分
の
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ

る
よ
う
、『
白
鷹
町
認
知
症
高
齢
者

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
』

で
は
、

▼
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
各

組
織
の
メ
ン
バ
ー
に
伝
え
ま
す
。

▼
認
知
症
の
か
た
を
介
護
し
て
い

る
家
族
が
、
認
知
症
の
か
た
の
見

守
り
・
声
が
け
の
協
力
を
気
軽
に

周
り
に
依
頼
で
き
る
体
制
を
つ
く

り
ま
す
。

【
認
知
症
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト
】

　
認
知
症
を
正
し
く
知
る
こ
と
が

が
介
護
・
予
防
の
ス
タ
ー
ト
で

す
。

　

年
を
と
る
と
誰
で
も
多
少
は

能
力
が
衰
え
て
き
ま
す
が
、
認

知
症
は
脳
の
障
害
で
あ
り
、
老

化
と
は
違
い
ま
す
。

認
知
症
は
い
っ
た
ん
発
達
し
た

知
能
が
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に
よ

り
支
障
の
あ
る
状
態
の
総
称
で

す
。

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
や
ピ
ッ

グ
病
、
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
、

脳
血
管
性
認
知
症
が
代
表
的
な

疾
患
で
す
。
高
齢
者
で
記
憶
力

や
判
断
力
、
計
画
力
等
に
以
前

と
違
う
様
子
が
あ
り
認
知
症
で

な
い
か
と
い
う
と
き
は
、
専
門

医
の
受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

区
長
会
代
表
・
民
生
委
員
・
児

童
委
員
・
人
権
擁
護
委
員
・
長

井
警
察
署
白
鷹
東
駐
在
所
・
西

置
賜
行
政
事
務
組
合
消
防
署
白

鷹
分
署
・
白
鷹
町
商
工
会
女
性

部
・
白
鷹
町
婦
人
会
・
白
鷹
町

健
康
づ
く
り
推
進
員
連
絡
協
議

会
・
元
気
ニ
コ
ニ
コ
推
進
会
議

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
86

－

０
１
１
２

①軽自動車税の減免について

　障がいのあるかたで一定の要件に該当する場合は、
申請により軽自動車税の減免を受けることができま
す。要件については、税務出納課町民税係にお問い
合わせください。
　また、軽自動車税の減免は、毎年申請が必要です。
昨年から引き続き減免を受けられるかたも、期間内
に再度申請ください。期間内に申請されない場合は
減免を受けられなくなりますので、ご注意ください。
▼申請期間　納付書が届いた日～５月24日（金）
　　　　　　　　　　　　　　　（納期限の７日前）
▼申請場所　税務出納課町民税係
▼申請の際にお持ちいただくもの
　①身体障害者手帳　　　②免許証
　③軽自動車税の納付書　④印鑑
　※家族が運転する場合は、運転するかたの免許証
　をお持ちください。

②軽自動車税を口座振替されるかたへ

　軽自動車税を口座振替で納められたかたに対し
ての車検時に必要な納税証明書は６月中旬に発送
します。
　ただし、発送までの間に車検を受けられるかた
には随時発行します。引き落としの確認時間を短
くするため、お手数ですが引き落としの確認でき
る預金通帳を記帳してご持参のうえ、税務出納課
町民税係までおいでください。

■問い合わせ　税務出納課町民税係（☎85－6132）

　

高
齢
社
会
の
進
展
に
よ
り
、
年

々
、
認
知
症
高
齢
者
が
増
え
て
い

ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
推
計
で

は
全
国
で
の
認
知
症
高
齢
者
が

３
０
０
万
人
を
越
え
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
白
鷹
町
で
も
同
様

に
増
え
て
い
ま
す
。

白鷹町認知症高齢者の推移（介護保険認定者のみ）
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５
月
は
「
自
転
車
月
間
」
で
す

　
　

自
転
車
事
故
に
要
注
意

　
　

　

自
転
車
は
軽
車
両
で
す
。

交
通
規
則
を
し
っ
か
り
守
っ
て
安

全
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
【
自
転
車
安
全
利
用
５
則
】

①
自
転
車
は
車
道
が
原
則
、
歩
道

　

は
例
外　

②
車
道
は
左
側
を
歩
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
車
道
寄

　

り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

　

＊
飲
酒
運
転
、
二
人
乗
り
、
併

　
　

進
の
禁
止

　

＊
交
差
点
で
の
信
号
尊
守
と
一

　
　

時
停
止
、
安
全
確
認

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

　
　歩

道
利
用
に
つ
い
て

　

＊
普
通
自
転
車
の
歩
道
通
行
可

　
　

の
標
識
が
あ
る
場
合
は
歩
道

　
　

を
乗
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

＊
13
歳
未
満
と
70
歳
以
上
の
か

　
　

た
は
す
べ
て
の
歩
道
を
乗
る

　
　

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
安
全

　
　

の
た
め
に
歩
道
を
乗
り
ま
し

　
　

ょ
う
。

次
の
行
為
は
禁
止
で
す
。

　

・
傘
差
し
運
転
、
携
帯
等
を
使

　
　

用
し
な
が
ら
の
運
転

　

・
両
耳
に
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
等
を

　
　

使
用
し
て
音
楽
を
聴
き
な
が

　
　

ら
の
運
転

事
故
の
な
い
安
全
な
自
転
車
運
転

を
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
全
体
で

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を

　　

地
域
一
体
と
な
っ
て
高
齢
者
を

見
守
り
、
高
齢
者
が
交
通
事
故
に

あ
わ
な
い
よ
う
、
積
極
的
に
呼
び

か
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
【
具
体
的
な
取
り
組
み
】

①
家
庭
内
で
交
通
安
全
の
話
題
づ

　

く
り

②
町
内
会
議
等
で
の
交
通
事
故
防

　

止
の
呼
び
か
け

③
夜
行
反
射
材
着
用
の
呼
び
か
け

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係　
　
　
　

　
　
　

          　

☎
85

－

６
１
３
１

　

長
井
警
察
署　

☎
84

－

０
１
１
０

　

白
鷹
西
駐
在
所
☎
85

－

２
０
２
９

　

白
鷹
東
駐
在
所
☎
85

－

２
０
４
６

　

■
問
い
合
わ
せ

　
　

町
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　
　

☎
85

－

６
１
３
１

　　　　

５
月
は
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル

強
化
月
間
で
す

　　

ご
み
を
み
だ
り
に
捨
て
る
と
処

罰
さ
れ
ま
す
。
大
規
模
な
不
法
投

棄
は
減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
路

上
な
ど
で
の
「
ポ
イ
捨
て
」
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

ポ
イ
捨
て
も
立
派
な
犯
罪
で
す
。

町
内
の
ポ
イ
捨
て
ご
み
は
、
地
域

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
り
回
収
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

モ
ラ
ル
の
輪
を
広
げ
、
不
法
投

棄
を
撲
滅
し
ま
し
ょ
う
。

■
不
法
投
棄
１
１
０
番
は

　

置
賜
総
合
支
庁
環
境
課
内

☎
０
２
３
８

－

２
６

－

６
０
３
４

■
白
鷹
町
不
法
投
棄
窓
口
は

　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

☎
８
５

－

６
１
３
１

vol.34

 

【
事
例
】   

　

「
不
用
品
な
ど
何
で
も
買
い
取

る
」
と
電
話
が
あ
り
来
訪
し
て
も

ら
っ
た
。
業
者
の
男
性
は
用
意
し

て
お
い
た
も
の
は
ざ
っ
と
見
た
だ

け
で
、「
貴
金
属
は
な
い
か
」
と
聞

い
て
き
た
。「
な
い
」
と
答
え
る

と
、「
絶
対
に
何
も
な
い
か
。
う
そ

に
な
る
よ
」
な
ど
と
あ
ま
り
に
も

し
つ
こ
く
言
わ
れ
、
仕
方
な
く
金

の
ネ
ッ
ク
レ
ス
な
ど
４
点
を
見
せ

た
と
こ
ろ
、「
そ
れ
を
売
っ
て
ほ
し

い
」
と
言
わ
れ
た
。
断
っ
た
が
男

性
の
様
子
が
怖
か
っ
た
し
、
な
か

な
か
帰
っ
て
く
れ
な
い
た
め
、
あ

き
ら
め
て
売
却
し
２
万
円
ほ
ど
受

け
取
っ
た
。
冷
静
に
な
る
と
大
事

な
も
の
を
売
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
後
悔
が
強
く
な
り
、
数
日
後

「
返
し
て
ほ
し
い
」
と
連
絡
し
た

が
、「
す
で
に
手
元
に
な
い
し
、
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
で
き
な
い
」

と
断
ら
れ
た
。
本
当
に
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
は
で
き
な
い
の
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

訪
問
し
た
業
者
が
消
費
者
の
自

宅
等
に
訪
問
し
、
貴
金
属
等
を
買

い
取
る
「
訪
問
購
入
」
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
は
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
の
制
度
は
な
く
、
後
に
な
っ

て
返
品
を
求
め
て
も
「
す
で
に
処

分
し
た
」
な
ど
と
言
わ
れ
取
り
戻

せ
な
い
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
し

た
が
、
特
定
商
取
引
法
が
改
正
さ

れ
、
今
年
の
2
月
21
日
か
ら
訪
問

購
入
に
つ
い
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

は
法
律
で
定
め
ら
れ
た
書
面(

事

業
者
の
連
絡
先
及
び
物
品
の
種
類

や
購
入
価
格
等
が
記
載
さ
れ
た
契

約
書
面)

を
受
け
取
っ
た
日
を
含

め
て
8
日
以
内
で
あ
れ
ば
無
条
件

に
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

が
適
用
さ
れ
な
い
商
品
等
例
外
も

あ
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

売
却
し
た
く
な
い
場
合
は
き
っ
ぱ

り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

 　

買
い
取
ら
れ
た
貴
金
属
　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
！
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６月までの休館日
5/13（月）・20（月）・27（月）
6/3（月）・10（月）・17（月）・24（月）

開館時間

あゆーむ

午前９時～午後７時※夜間のご予約がある
場合は午後１０時まで（ギャラリーを除く）。

●
梅
津
香
織
・
文
屋
小
百
合

　ソ
プ
ラ
ノ・
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

▼
い

　つ

　6
月
2
日（
日
）

　
　
　
　
　午
後
1
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で

　文
化
伝
承
室

▼
伴

　奏

　月
の
カ
ケ
ラ 

ほ
か

▼
会

　費

　5
0
0
円

　
　
　（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）

▼
定

　員

　50
人

　（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

▼
申

　込

　必
要
。
あ
ゆ
ー
む
ま

　で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　生
演
奏
の
伴
奏
で
、
み
ん
な
で

楽
し
く
歌
を
う
た
い
ま
し
ょ
う
。

● 

第
14
回

▼
い

　つ

　５
月
18
日
（
土
）
〜

　6
月
23
日（
日
）

　午
前
9
時
〜
午
後
7
時

▼
ど
こ
で

　ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
休
館
日

　月
曜
日  

▼
観
覧
料

　一
般
個
人
2
0
0
円

　高
校
生
以
下
無
料

▼
主

　催

　梅
津
五
郎
没
後
10
周

　年
記
念
企
画
実
行
委
員
会
、

　白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ

　あ
ゆ
ー
む

　没
後
10
周
年
を
記
念
す
る
企
画

展
。当
館
収
蔵
品
に
加
え
、梅
津
家

▼
い

　つ

　5
月
26
日（
日
）

　午
後
2
時
開
演（
午
後
1
時
30
分

　開
場
）

▼
ど
こ
で

　ホ
ー
ル

▼
演

　奏

　

　梅
津
香
織
さ
ん（
ソ
プ
ラ
ノ
）、

　文
屋
小
百
合
さ
ん（
ソ
プ
ラ
ノ
）、

　東
由
輝
子
さ
ん（
ピ
ア
ノ
）

▼
入
場
料

　

※

全
席
自
由

　一
般
前
売
券  

2
5
0
0
円

　（当
日
券
3
0
0
0
円
）

▼
定

　員

　2
0
0
人

▼
主

　催

　

　白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
チ
ケ
ッ
ト

　あ
ゆ
ー
む
、中
央
公

　民
館
ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ

　あ
ゆ
ー
む

※

未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

　だ
さ
い

こ
れ
も
梅
津
五
郎
没
後
10
周
年

を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
。画
伯
の
孫

の
梅
津
香
織
さ
ん
と
、町
出
身
の
文

屋
小
百
合
さ
ん
、二
人
の
ソ
プ
ラ
ノ

歌
手
・
オ
ペ
ラ
の
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
に

よ
る
待
望
の
競
演
。

▲《新宿の夜の灯》2002

所
蔵
の
大
作「
新
宿
の
夜
の
灯
」他
、

小
品
、デ
ッ
サ
ン
、ス
ケ
ッ
チ
帳
、色

紙
な
ど
を
展
示
。梅
津
五
郎
の
ア
ト

リ
エ
の
イ
メ
ー
ジ
も
ギ
ャ
ラ
リ
ー
前

室
に
再
現
。「
熱
き
血
潮
の
画
家
」と

言
わ
れ
る
梅
津
五
郎
の
世
界
を
く

ま
な
く
紹
介
す
る
。

●
梅
津
五
郎
の
世
界
展

　
　
　

    　
　

熱
き
血
潮
の
画
家

〜
県
立
荒
砥
高
等
学
校
〜

　

総
合
学
科
特
有
の
授
業
も
始
ま

り
ま
し
た
。「
産
業
社
会
と
人
間
」

と
い
う
科
目
で
す
。
１
年
間
か
け

て
自
分
の
生
き
方
を
み
つ
め
て
い

く
授
業
で
す
。
手
始
め
に
「
集
団

づ
く
り
」
や
自
己
理
解
テ
ス
ト
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
合
学
習

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
折
に
触
れ

て
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

　

入
学
か
ら
１
ヶ
月
が
経
過
し
、

授
業
や
部
活
動
な
ど
、
生
徒
は
充

実
し
た
生
活
を
送
り
始
め
ま
し

た
。
総
合
学
科
と
い
う
新
し
い
魅

力
を
加
え
て
今
後
さ
ら
に
「
地
域

の
学
校
」
と
し
て
の
ご
期
待
に
応

え
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
御

支
援
と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

４
月
９
日
、
新
入
学
生
65
名
を

迎
え
て
総
合
学
科
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
創
立
65
周
年
の
節
目
の

今
年
度
、
新
し
い
荒
砥
高
校
の
歴

史
の
始
ま
り
で
す
。

　

２
年
生
、
３
年
生
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
の
普
通
科
で
あ
り
、
総
合

学
科
と
し
て
の
学
習
は
１
年
次
生

だ
け
で
す
。「
１
年
次
生
…
？
」
聞

き
慣
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、
総
合

学
科
で
は
学
年
制
を
と
ら
な
い
の

で
、「
１
学
年
」
で
は
な
く
「
１
年

次
生
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

生
徒
も
職
員
も
、
慣
れ
な
い
呼
び

名
に
新
鮮
さ
を
覚
え
、「
総
合
学
科

が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
だ
！
」
と
気

持
ち
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

誓いの言葉を述べる樋口悠香さん

「産業社会と人間」のひとコマ

総
合
学
科
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

総
合
学
科
授
業
の
紹
介
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「こいのぼり　お空のわたあめ　たべている 」

「かぜふいて　でんぐりがえし　こいのぼり」

「
平
」
五
月
二
十
五
日
ま
で
。
白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八
―
二　

高
橋
白
兎　

宛

「
し
と
し
と
」
六
月
二
十
五
日
ま
で
。
白
鷹
町
役
場
総
務
課
企
画
室
情
報
係　

 

宛

　　
　　川柳友の会では、町報川柳について以下のように変更することにしました。
　＊はがきに、ひとり一句を秀句（自信作）として投句してください。　
　＊佳作、秀作、五客、三才をなくし、川柳の紹介として掲載します。　
　＊投句先は、白鷹町大字荒砥甲833番地　白鷹町役場総務課企画室情報係　宛　とします。
　　なお、次回５月25日までは今まで同様とし、６月25日までの投句より変更とします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町報川柳友の会　代表　髙橋白兎　

　

白
鷹
町
の
魅
力
を
15
秒
間
で
紹
介　

す
る
Ｃ
Ｍ
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
内
容　

町
の
特
徴
を
表
現
し　

　

た
未
発
表
の
Ｃ
Ｍ
作
品

▼
参
加
資
格　

ど
な
た
で
も
か
ま
い　

　

ま
せ
ん
。（
個
人
・
団
体
問
わ
ず
）

▼
応
募
方
法　

企
画
書
（
シ
ナ
リ
オ
、

　

製
作
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
簡
潔　

　

に
ま
と
め
た
も
の
）
を
６
月
14
日　

　
（
金
）ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

企
画
書
の
段
階
で
、
総
務
課
企
画　

　

室
情
報
係
に
て
審
査
を
行
い
採
用　

　

作
品
を
決
定
し
ま
す
。

▼
作
品
製
作
期
限

　
　
　
　
　
　
　
　

　
10
月
11
日
（
金
）

▼
賞
金
な
ど

○
採
用
作
品
に
５
万
円
を
贈
呈

▼
そ
の
他

○
著
作
権
・
個
人
情
報
保
護
法
な
ど　

　

に
抵
触
し
な
い
作
品
に
限
り
ま
す
。

○
応
募
作
品
の
著
作
権
は
、
町
に
帰　

　

属
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
採
用
作
品
は
、
第
13
回
山
形
ふ
る　

　

さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
に
出
品
予
定
で
す
。

　
■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　
　

　

企
画
室
情
報
係

　

☎
85

－

６
１
２
１
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催　し

　

乗
合
で
行
き
ま
す
。
湖
畔
約
５

　

Ｋ
ｍ
を
散
策
後
に
温
泉
で
の
入

　

浴
や
食
事
も
で
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
、
参
加
費
は
不
要
。

　

水
分
な
ど
、
体
調
に
合
わ
せ
て

　

必
要
な
物
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

　

小
雨
決
行
（
雨
天
時
コ
ー
ス
変

　

更
あ
り
）

■
問
い
合
わ
せ　

元
気
ニ
コ
ニ
コ

　

推
進
会
議
事
務
局
健
康
福
祉
課

　

健
康
推
進
係
☎
86

－

０
２
１
０

　

三
ッ
瀧
不
動
尊
大
祭

　

眼
病
平
癒
、
火
盗
消
除
、
養
蚕

安
全
、
交
通
安
全
の
守
護
「
三
ッ

瀧
不
動
尊
」
の
大
祭
が
行
わ
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

５
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

三
ッ
瀧
不
動
尊
境
内

（
雨
天
の
場
合　

貝
生
公
民
館
）

▼
御
札　

一
体
５
０
０
円

▼
名
物　

「
流
し
ソ
ー
メ
ン
」
と

　

山
菜　

お
一
人
様
６
０
０
円

（
昼
12
時
ま
で
）

▼
交
通　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス

　

役
場
前
午
前
９
時
30
分
発

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
観
光
協

　

会
☎
86

－

０
０
８
６

　
白
鷹
町
民
登
山

　
新
緑
と
残
雪
の
葉
山
へ
登
ろ
う

広告

▼
い
つ　

６
月
2
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
７
時
50
分
集
合

▼
集
合
場
所　

上
ノ
台
公
園

▼
持
ち
物　

昼
食
、
雨
具
、
飲
料

　

水
、
防
寒
具
（
必
携
）

▼
参
加
料　

５
０
０
円
（
写
真
・

　

保
険
料
）

▼
締
め
切
り　

５
月
27
日
（
月
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

白
鷹
山
岳
会
事
務
局

　

伊
藤
☎
85

－

４
２
７
６

　

舩
山
☎
85

－

０
１
７
７

第
９
回
置
賜
よ
さ
こ
い
祭
り

▼
い
つ　

５
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

南
陽
市
中
央
花
公
園

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
（
雨
天
の
場
合

　

南
陽
市
市
民
体
育
館
メ
イ
ン
ア

　

リ
ー
ナ
）

■
問
い
合
わ
せ　

実
行
委
員
会

☎
０
９
０

－

７
５
２
７

－

４
３
５
１

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

長
崎
瑞
宝
太
鼓
in
置
賜
災
害
復
興

　
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
　

　
厳
し
い
訓
練
と
さ
ま
ざ
ま
な
経

験
を
重
ね
て
知
的
障
が
い
の
ハ
ン

デ
ィ
を
乗
り
越
え
た
プ
ロ
の
和
太

鼓
奏
者
に
よ
る
演
奏
で
す
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
収
益
金
の
一
部

は
東
日
本
大
震
災
復
興
の
た
め
に

広告

寄
付
さ
れ
ま
す
。

▼
い
つ　

６
月
６
日
（
木
）

　

午
後
６
時
30
分
開
演
（
開
場
５

　

時
30
分
）

▼
ど
こ
で　

米
沢
市　

伝
国
の
杜

▼
前
売
券　

大
人
２
５
０
０
円

　

高
校
生
以
下
/
障
が
い
の
あ
る

　

か
た
１
０
０
０
円

（
当
日
券
は
３
０
０
円
増
し
）

　

チ
ケ
ッ
ト
の
お
問
い
合
わ
せ
は

　

長
崎
瑞
宝
太
鼓
in
置
賜
実
行
委

　

員
会　

白
鷹
町
担
当　

古
名 

☎
０
９
０

－

３
３
６
７

－

１
８
９
９ 

▼
問
い
合
わ
せ　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

　

コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
事
務

　

局　

伊
藤

☎
０
２
３
８

－

44

－

２
８
４
０

　
元
気
に
こ
に
こ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　

元
気
ニ
コ
ニ
コ
推
進
会
議
で
企

画
す
る
月
1
回
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
す
。
早
朝
の
澄
ん
だ
空
気
を
胸

い
っ
ぱ
い
吸
い
込
み
、
木
々
の
深

緑
や
色
と
り
ど
り
の
草
花
を
楽
し

み
な
が
ら
、
爽
や
か
な
1
日
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。

▼
い
つ　

 

５
月
26
日
（
日
）　　

　

午
前
8
時
30
分
集
合

▼
集
合
場
所　

白
鷹
町
健
康
福
祉

　

セ
ン
タ
ー
正
面

▼
コ
ー
ス　

白
川
ダ
ム
湖
畔
散
策

　

白
川
ダ
ム
ま
で
は
自
家
用
車
に
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おしらせ

広告

刈
込
み
講
習
会
に
参
加
し
て
　

　
　
　
　
　
　
　
み
ま
せ
ん
か

　　

初
心
者
の
か
た
、
大
歓
迎
で
す
。

▼
い
つ　

６
月
４
日
〜
６
月
７
日

▼
ど
こ
で　

長
井
西
置
賜
地
域
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
所

（
長
井
市
東
町
２

－

12
）

▼
内
容　

防
除
・
肥
料
等
の
講
話

　

及
び
実
技

▼
参
加
費　

資
料
代
等

▼
対
象
年
齢　

57
歳
以
上

▼
申
し
込
み
締
切　

５
月
末
ま
で

▼
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ

　

公
益
社
団
法
人　

長
井
西
置
賜

地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
84

－

４
５
３
５

パ
ソ
コ
ン
教
室
の
ご
案
内

▼
内
容　

エ
ク
セ
ル
活
用
コ
ー
ス

　

表
計
算
ソ
フ
ト
の
エ
ク
セ
ル
の

　

便
利
な
関
数
や
、
差
し
込
み
印

　

刷
を
学
ぶ
講
習
で
す
。

▼
い
つ　

第
１
回　

５
月
27
日

（
月
）
と
29
日
（
水
）
の
午
後
2 

　

時
〜
４
時
の
計
４
時
間

　

第
２
回　

６
月
３
日
（
月
）
と

お
詫
び
と
訂
正

　

4
月
22
日
発
行
、
お
知
ら
せ

版
６
㌻
け
ん
こ
う
ペ
ー
ジ
「
献

血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
」
の
期

日
は
５
月
23
日
（
木
）
の
誤
り

で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

募　集

善
意
の
毛
布
を
ア
フ
リ
カ
へ

　

自
然
災
害
や
紛
争
で
不
自
由
な

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
被
災

民
、
着
の
身
着
の
ま
ま
で
国
外

へ
避
難
せ
ざ
る
を
得
な
い
難
民

に
「
い
の
ち
の
支
え
」
と
な
る
毛

布
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
あ
わ
せ

て
、
現
地
の
人
々
の
手
に
届
く
ま

で
の
海
外
輸
送
費
１
０
０
０
円
の

ご
協
力
も
お
願
い
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間
5
月
31
日
ま
で

ま
た
、
次
の
要
領
に
て
収
集
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

▼
い
つ　

5
月
25
日
（
土
）
午
前

　

10
時
〜
午
後
２
時

▼
ど
こ
で　

長
井
市
役
所
前
駐
車

場■
問
い
合
わ
せ　

『
ア
フ
リ
カ
へ

　

毛
布
を
送
る
運
動
』
置
賜
地
区

　

実
行
委
員
会　

午
前
９
時
〜
午

　

後
４
時
ま
で　

田
村　
　
　
　

☎
88

－

３
１
４
３

　

午
後
４
時
以
降　

井
上 

☎
０
９
０

－

２
９
９
８

－

４
４
５
０

【
前
売
券
】　

教
育
委
員
会
生
涯

　

ス
ポ
ー
ツ
係
☎
85

－

６
１
４
７

▼
販
売
期
間
５
月
13
日
（
月
）　

　

〜
５
月
24
日
（
金
）
ま
で

【
当
日
券
】　

試
合
会
場
の
市
町

　

村
応
援
デ
ー
受
付
テ
ン
ト
に
て

（
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
の
提
示

　

が
必
要
で
す
）

※
前
売
券
販
売
状
況
に
よ
っ
て
は

当
日
券
販
売
を
行
わ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
す
で
に
チ
ケ

ッ
ト
を
お
買
い
求
め
た
か
た
に
つ

い
て
は
、
払
い
戻
し
（
割
引
で
の

買
い
直
し
）
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

西
置
賜
漁
業
協
同
組
合
か
ら
の

お
知
ら
せ

　　

西
置
賜
漁
業
協
同
組
合
で
は
、

カ
ワ
ウ
に
よ
る
魚
の
食
害
を
防
止

す
る
た
め
銃
器
に
よ
る
有
害
鳥
獣

駆
除
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
銃

猟
禁
止
区
域
に
お
い
て
も
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
、
出
入
り
の
際
は

十
分
ご
注
意
下
さ
い
。
ご
協
力
の

ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

▼
期
間　

５
月
11
日
〜
７
月
９
日

ま
で

　

６
日
（
木
）
の
午
後
７
時
〜
９

　

時
の
計
４
時
間

▼
料
金　

無
料

▼
持
物　

筆
記
用
具

▼
定
員　

各
10
名

▼
場
所　

白
鷹
町
総
合
情
報
セ
ン

タ
ー（
産
業
セ
ン
タ
ー
白
鷹
内
奥
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
　

白
鷹
町
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー　
　

舩
山
・
松
下　

☎
86

－

０
０
０
１

　　
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形

　
　
　
　
　 

市
町
村
応
援
デ
ー

チ
ケ
ッ
ト
を
販
売
し
ま
す
。　
　

▼
対
戦
カ
ー
ド　

Ｊ
リ
ー
グ
第
16

　

節　

５
月
26
日
（
日
）

　

京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．
Ｃ
．
戦

　

午
後
１
時
キ
ッ
ク
オ
フ
（
午
前

　

11
時
開
場
）

▼
会
場　

Ｎ
Ｄ
ソ
フ
ト
ス
タ
ジ
ア

　

ム
山
形

▼
観
戦
席　

バ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
席

▼
料
金　

大
人
１
５
０
０
円
（
当

　

日
券
価
格
の
半
額
）
小
中
高
生

　

無
料
（
無
料
整
理
券
を
配
布
）

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所
及
び
販
売

　

方
法



住所　　 氏　　名 年齢
高　玉　橋　本　瑞　男　91
畔　藤　鹿　戸　とき子　65
萩　野　小　川　り　ゑ　93
荒砥甲　　　野　きみゑ　84
荒砥甲　蒲　生　ミチ子　62
萩　野　佐　藤　哲　夫　76
鮎　貝　鈴 木 五 右 衛 門   77
鮎　貝　小　嶋　さだの　94
畔　藤　紺　野　み　ゑ　79
萩　野　守　谷　　正　　80
荒砥甲　押　切　カ　ネ　90
荒砥甲　堀　内　一　枝　80
荒砥乙　衣　袋　駿　一　76
畔　藤　紺　野　　き子　86
十　王　小　関　幸　一　71
下　山　安　部　　　　　100
萩　野　佐　藤　と　み　97
荒砥甲　梅　津　元　子　84
箕和田　渡　部　忠　二　84
荒砥乙　海　野　弘　子　84
広　野　竹　田　郁　夫　81
荒砥甲　鈴　木　　正　　85
広　野　新　野　し　ま　81
萩　野　梅　津　晏　孝　89

広　野 黒沼
秀幸 空

そ

　桜
ら

恵子

高　玉 菅原
岬 翔

かける

梓

十　王 船山
渉 桜

ら

　奈
な

直美

山　口 菅
昌彦 陽

はる

　茉
ま

亜美

十　王 松野
裕優 陽

ひ

　琉
りゅう

琴美

広　野 金田
将太郎 将

しょう

之
の

介
すけ

知恵

十　王 蹄
正彦 結

ゆ

　亜
あ

茜

十　王 新野
亮 遥

はる

　斗
と

光世

　　氏　　　名　　　 住所

（鈴　木　洋　平　　川西町
小　林　智　美　　畔　藤

（岡　部　　亮　　　鮎　貝
髙　橋　麻　美　　長井市

（遠　藤　和　道　　長井市
竹　田　美　香　　十　王
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